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(57)【要約】
　凹凸状スリーブ付きの多層クッションは、構造が異な
る第１表面及び第２表面を有する外側スリーブを有する
枕等のクッションを有して成る。 第１表面は平滑であ
り得て、第２表面は、平滑でない表面を規定する複数の
凹凸形状を有して成り得る。 外側スリーブは、平滑な
表面が外側を向くように、又は形状表面が外を向くよう
に、可逆的にすることができる。 第１スリーブは、複
数の小片化発泡体部材が配置され得るキャビティを規定
する。この構造は枕に２つの異なる触感を与え、ユーザ
ーが選択し得る。

【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クッションであって、
　　第１表面及び第２表面を有する粘弾性第１スリーブ、
　　前記第１スリーブの閉じた周囲により規定されたキャビティ、
　　前記キャビティ内に配置された複数の粘弾性の小片化された発泡体の部材
　を有して成り、
　　前記第１表面及び第２表面のうちの一方は実質的に平滑な表面であり、前記第１表面
及び第２表面のうちの他方は複数の凹凸形状を有して成る、
　クッション。
【請求項２】
　前記クッションが枕である、請求項１に記載のクッション。
【請求項３】
　前記第１表面及び第２表面のうちの一方が、前記平滑な表面である前記スリーブの外側
表面であり、及び
　前記第１表面及び第２表面のうちの他方が、前記複数の凹凸形状を有して成る前記スリ
ーブの内側表面である、　
　請求項２に記載のクッション。
【請求項４】
　前記粘弾性の小片化された発泡体が前記キャビティ内に直接配置される、請求項３に記
載のクッション。
【請求項５】
　前記粘弾性の小片化された発泡体が位置づけられている第２スリーブをさらに有して成
る、請求項３に記載のクッション。
【請求項６】
　前記キャビティ内に配置される、前記粘弾性の小片化された発泡体が配置された前記第
２スリーブをさらに有して成る、請求項５に記載のクッション。
【請求項７】
　前記第１表面及び第２表面のうちの一方が、前記複数の凹凸形状を有して成る前記第１
スリーブの外側表面であり、及び
　前記第１表面及び第２表面のうちの他方が、前記平滑な表面を有する前記内側表面であ
る、
　請求項２に記載のクッション。
【請求項８】
　前記粘弾性の小片化された発泡体が前記キャビティ内に直接配置される、請求項７に記
載のクッション。
【請求項９】
　前記粘弾性の小片化された発泡体が位置づけられている第２スリーブをさらに有して成
る、請求項７に記載のクッション。
【請求項１０】
　前記キャビティ内に配置されている、前記粘弾性の小片化された発泡体が配置されてい
る前記第２スリーブをさらに有して成る、請求項９に記載のクッション。
【請求項１１】
　１つ以上の粘弾性の発泡体の部材により規定される第１スリーブを有して成る、請求項
２に記載のクッション。
【請求項１２】
　前記枕が首枕をさらに有して成る、請求項２に記載のクッション。
【請求項１３】
クッションであって、
　内側表面及び外側表面を有する粘弾性の第１スリーブ、
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　前記第１スリーブによって規定されたキャビティ、
　前記キャビティ内に配置された複数の粘弾性の小片化された発泡体の部材を有して成り
、
　前記内側表面及び外側表面のうちの一方は実質的に平滑な表面であり、前記内側表面及
び前記外側表面のうちの他方は複数の凹凸形状を有して成り、
　　前記内側及び外側表面が、実質的に平滑な表面であり、
　　前記キャビティが、前記キャビティにアクセスするための開口部及び前記第１スリー
ブの開閉を可能とする閉鎖部を有し、
　　前記粘弾性の第１スリーブが、第１触感を供するための第１形態において、外側に前
記平滑な表面、第２触感を供するための第２形態において、外側に前記複数の凹凸形状、
を配置するために可逆的となっている、
クッション。
【請求項１４】
クッションであって、
　粘弾性材料の第１層及び粘弾性材料の第２層によって規定された粘弾性スリーブ、
　キャビティを規定するために外縁の付近で接合されている前記第１層及び前記第２層、
　前記スリーブの前記キャビティ内に配置された小片化された発泡体、
　複数の凹凸形状を有する外側表面を有する前記第１層、
　平滑な外側表面を有する前記第２層、
を有して成る、クッション。
【請求項１５】
　前記第１層及び前記第２層が同じ厚みを有する、請求項１４に記載のクッション。
【請求項１６】
　前記第１層及び前記第２層が異なる厚みを有する、請求項１４に記載のクッション。
【請求項１７】
　前記第２層が前記第１層より大きな厚さ寸法を有する、請求項１６に記載のクッション
。
【請求項１８】
　前記第２層が平滑な外側表面を有する、請求項１４に記載のクッション。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
優先権の主張
　本ＰＣＴ特許出願は、米国特許法第１１９条（ｅ）の下で、２０１７年８月１６日に出
願され、「凹凸状スリーブ付き多層クッション」と題された米国仮特許出願第６２／ ５
４６，４８０号の優先権及び利益を主張しており、その出願の全てが参照により本明細書
に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
背景
　本実施形態はクッションに関する。より具体的には、本実施形態は、形態（又は構成、
又は構造；configuration）に依存してユーザーに異なる触感（又は感触、触り心地；fee
l）を供するように形成されるクッション、限定なしに、例えば枕に属する（又は関係す
る；pertain）。
【０００３】
関連技術の説明
　仰臥位（又は仰向け；supine）又は側臥位（又は横向きに体を寝かせる；sidelying）
状態の人の首は、多くの場合、当該人の背骨と一直線になっていない。これは一般的に、
人の首は枕又は複数の枕によって支持され、それによって首が枕の歪んだ（又はたわみ、
又は偏向；deflected）高さにより規定された角度で横たわり、この角度は典型的に背骨
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と同一平面でない。枕の歪んだ高さは、枕の剛性（stiffness）に密接に関連し、当該枕
には布カバー内に配置された充填材が従来供される。従来の充填材は羽、コットン、又は
合成フィラーを有して成ることができる。
【０００４】
　一般的に、支持クッション、特に、柔軟な発泡体又は他の体に合わせる材料（body-con
forming material）を有して成る支持クッションのように、ユーザーの体に対し支持体を
供する際における支持クッションの効果は、柔軟な発泡体がクッションで休息している特
定ユーザーの輪郭にどれだけ反応するか、という部分的な機能である。
【０００５】
　さらに、生産者は多種多様なユーザーを満たし得る製品を有する方が好ましい。あるユ
ーザーはクッションから特定の触感を好む一方で、他ユーザーは代わりの触感を好み得る
。これは達成困難であるが、生成製品はより大きな消費者グループに訴えるために望まし
い。
【０００６】
　本明細書のこの背景段落に含まれる情報は、本明細書に引用される任意の参照及び本明
細書の任意の説明又は議論を含んで成り、技術的参照の目的のみのために有して成り、本
発明の範囲が縛られることが主題と見なされることはない。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の実施形態は、添付の特許請求に引用された１つ以上の特徴、及び／又は単独又
は任意の組合せで、特許性のある主題を有して成り得る下記の特徴を供する。
【０００８】
　凹凸状（又は蛇腹状、渦巻状、コンボリュート；convolute）スリーブを有する多層ク
ッションはクッション、限定しない例では枕を有して成り、当該クッションは構造の点で
異なる第１層及び第２層を有する外側スリーブを有する。外側スリーブは平滑である第１
表面を有して成り、第２表面は平滑でない表面を規定する複数の凹凸状形状を有して成る
。平滑な表面が外に向いている又は形状表面が外に向いているようにするために、外側ス
リーブは可逆的（又はリバーシブル；reversible）であり得る。第１スリーブは複数の小
片化（又はチップ化、又は薄切り化、又は細断化;chipped）発泡体（又はフォーム;foam
）部材（又は要素、又は部分、又はピース;piece）が配置され得るキャビティを規定する
。構造は、ユーザーが選択し得る枕用の２つの異なる触感を供する。
【０００９】
　ある実施形態によると、クッションは第１表面及び第２表面を有する粘弾性第１スリー
ブ有して成り、第１表面及び第２表面のうちの一方は実質的に平滑な表面であり、第１表
面及び第２表面のうちの他方は複数の凹凸状の形状を有して成る。キャビティは第１スリ
ーブの閉じた周囲（又は周辺、又は周縁、又は外縁；perimeter）により規定され、粘弾
性の小片化された発泡体の複数の部材が前記キャビティ内に配置される。
【００１０】
　任意で、下記実施形態のいずれかが単独又は任意の組合せで利用され得る。クッション
は枕であり得る。スリーブの外側表面は平滑な表面であり得て、スリーブの内側表面は複
数の凹凸状の形状を有して成り得る。粘弾性の小片化された発泡体はキャビティ内に直接
配置され得る。他の実施形態では、クッションは粘弾性の小片化された発泡体が位置づけ
られる第２スリーブをさらに有して成る。クッションはキャビティ内に配置された粘弾性
の小片化された発泡体を有する第２スリーブをさらに有して成り得る。スリーブの外側表
面は複数の凹凸形状を有して成り得て、内側表面は平滑な表面であり得る。粘弾性の小片
化された発泡体はキャビティ内に直接配置される。クッションは粘弾性の小片化された発
泡体が位置づけられる第２スリーブをさらに有して成り得る。クッションはキャビティ内
に配置された粘弾性チップ・発泡体を有する第２スリーブをさらに有して成り得る。クッ
ションは粘弾性発泡体の１つ以上の部材によって規定された第１スリーブを有して成り得
る。クッションは枕であり得て、首枕（又はネック・ボルスター、又は首用長枕；neck b
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olster）をさらに有して成り得る。
【００１１】
　第２の実施形態によると、クッションは内側表面及び外側表面を有する粘弾性第１スリ
ーブを有して成り、前記内側及び外側表面のうちの一方は実質的に平滑な表面であり、内
側及び外側表面のうちの他方は複数の凹凸状形状であり、第１スリーブによって規定され
たキャビティ、当該キャビティはキャビティにアクセスするための開口部及び第１のスリ
ーブの開閉を可能にする閉鎖部（又は開閉部、又は閉止部、又はクロージャー；closure
）を有する。
【００１２】
　任意で、粘弾性の第１スリーブは、第１の触感を供するために第１形態において外側に
平滑な表面、及び第２の触感を供するための第２形態において外側に複数の凹凸状の形状
を配置するために可逆的であり得て、キャビティ内に配置された複数の粘弾性の小片化さ
れた発泡体。
【００１３】
　さらなる実施形態によると、
クッションは粘弾性材料の第１層及び粘弾性材料の第２層によって規定された粘弾性スリ
ーブを有して成り、キャビティを規定するための周縁（又は周辺、又は周縁、又は外縁；
periphery）に付近に接合（又は結合；join）されている第１層及び第２層、スリーブの
キャビティ内に配置された小片化発泡体、複数の凹凸状形状を有する外側表面を有する第
１層、平滑な外側表面を有する第２層、であるクッション。
【００１４】
　任意で、第１層及び第２層は同じ厚みであり得る。第１層及び第２層は交互に異なる厚
みであり得る。第２層は第１層より大きな厚さ寸法を有し得る。第２層は平滑な外側表面
を有し得る。
【００１５】
　上記の全ての特徴は単に例示として理解されるべきであり、多層発泡体積層マットレス
のアセンブリ及び生成方法の多くの特徴及び目的は、本明細書の開示から集められ得る。
従って、本概要の限定的な解釈は、本明細書に含まれる全体の明細書、特許請求の範囲、
及び図面をさらに読むことなく理解されるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　実施形態がより良く理解され得るために、例示の方法によって、凹凸状・スリーブを有
する多層発泡体・クッションを説明する。多層発泡体クッションの他の実施形態が本説明
を読むことで当業者に明らかとなる際、これらの実施形態は本特許請求の範囲を限定する
ものではない。本実施形態の限定しない例を図に示す。
【００１７】
【図１】図１は、枕として例示的に具体化された、第１クッション形状の斜視図である。
【００１８】
【図２】図２は、代替のクッション形状の斜視図である。
【００１９】
【図３】図３は、クッションの実施形態の断面図である。
【００２０】
【図４】図４は、クッションの第２実施形態の断面図である。
【００２１】
【図５】図５は、クッションに追加され得るカバーを描写している部分分解断面図である
。
【００２２】
【図６】図６は、さらなる代替の実施形態の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
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　凹凸状・スリーブを有する多層クッションは、その用途において、以下の説明で示され
た又は図面に図示された構成要素の配置及び構造の詳細に限定されないことを理解される
。本発明は他の実施形態が可能であり、及び様々な方法で実施され、又は実行されること
ができる。また、本明細書で使用される表現（又は用語、又は言葉遣い；phraseology）
及び用語（又は用語法、術語；terminology）は説明の目的のためにあり、限定とみなさ
れるべきでないことも理解される。本明細書中の“有して成る（including）、”“有し
て成る（comprising）、”又は“有する（having）、”及びその変形例は、その後に記載
される項目（又はアイテム;item）及び追加の項目と同様の同等物を含包することを意味
される。その他の点で（又はその他の方法で；otherwise）限定されない限り、本明細書
における用語“接続される（connected）、”“結合される（coupled）、”及び“取り付
けられる（mounted）、”及びその変形例は広範に使用され、直接及び間接接続、結合及
び取り付けを含包する。さらに、用語“接続される（connected）”及び“結合される（c
oupled）”及びその変形例は物理的な又は機械的な接続又は結合に限定されない。
【００２４】
　実施形態は様々な方法で実施され又は実行されている。また、デバイス又は構成要素の
方向づけ（例えば、“前”、 “後”、 “上”、 “下”、 “頂部”、 “底部”などの
用語）を参照して本明細書で使用される表現及び用語は、単に本出願の実施形態の説明の
ために使用されることが理解され、言及される装置又は構成要素が特別な方向づけを有し
なければならないことを単独で示す又は示唆するものではない。
さらに、用語“第１”、 “第２”、 及び“第３”等は、説明の目的のために、本明細書
及び添付の特許請求の範囲で使用され、相対的に重要である（importance）又は重大であ
る（significance）ことを示す又は示唆することを意図しない。
【００２５】
　詳細に図面を参照すると、数字等はいくつかの図面全体の要素等を示す。図１～６で示
す凹凸状スリーブを有する多層クッションの様々な実施形態示を示して供する。
【００２６】
　図１を参照すると、クッション１０の斜視図は、上部１２及び下部１４を有することを
示し、少なくとも一つの周辺縁１６により規定される。本クッション１０は、いくつかの
例示的で限定しない枕としての実施形態による具体化を示す。クッション１０は様々な形
状を有し得て、本実施形態により、一般的に長方形の上面及び下面を有するが、他の形状
が使用され得て、例えば円、正方形、又は他の幾何学的、規則的又は非規則的な形状が使
用され得る。限定ではない、例示的な方法のみによって、クッション１０及びその任意の
実施形態は、一般的にくさび形状であり得て、凹状又は凸状の断面形状を有することがで
き、凹状及び凸状の形状の組合せを有することができ、階段状、ファセット状（faceted
）、又は他の形状を有することができ、複雑な又は非規則的な形状を有することができ、
及び／又は任意の形状を有することができる。さらに、クッション１０は円形、楕円形、
棒状、三日月形、Ｕ字形、Ｙ字形、Ｌ字形、星形、不規則形等である形状を限定せず有し
て成る様々な他の所望の形状を有することができると理解されるだろう。これら又は任意
の他の類似の形状は、（other such shapes）は、例えば、図示されるように枕又はクッ
ションと関連付けられ得る。クッション１０の表面形状は平面であり得て、湾曲であり得
る。
【００２７】
　用語クッションは、限定しない例として、イス及び家具のための寝具類及び／又はクッ
ション、枕、医療機器及び装置のためのパッド（例えば、車椅子用シート・パッド、車椅
子用パッド、医療用パッド、病院のガーニー（又はストレッチャー；gurney）・パッド、
手術台用パッド、位置決め用パッド）、家具のためのパッド（例えば、張り布用パッド、
家具用クッション、家具用パッド）、運動器具及び機器のためのパッド（例えば、運動用
クッション、スポーツ及び運動用パッド、体操用パッド）、レクリエーション器具及び機
器のためのパッド（例えばキャンプ及び睡眠用マット）、衣服のためのパッド（例えば、
ブラのストラップ、ショルダー・パッド、靴の裏地、ブーツの裏地）、日用品のためのパ
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ッド（例えば、抗疲労作用のマット、マットレス・パッド、マットレス・カバー、マット
レスの「トッパー」、ピロー・トップ・マットレスのピロー・トップ部分、枕等）、パッ
ド・アクセサリー（例えば、ブリーフケースのショルダー・ストラップ、コンピューター
のキャリー・ケース、財布、手袋など）、ペット用ベッドなどを有して成る、支持体の様
々な種類を有して成り得る。それによって、これら構造のタイプのいずれかは、及びその
他は、用語クッションの範囲内に入り得る。
【００２８】
　図２を参照すると、クッション１１０のさらなる実施形態が供される。この実施形態で
は、クッション１１０は枕として示され、上側１１２及び下側１１４を有して成る。この
実施形態では、立体的な形状(shape)の点で異なることに加え、上部１１２及び下部１１
４は平面的な形（form）の点で異なる。第１側１１２は、半径が異なる第１首枕１２０及
び第２首枕１２２を有して成る。それによって、クッション１１０は異なるサイズ及び睡
眠姿勢の人々に対しより機能的に成り得る。本実施形態では、上側１１２の表面は曲線で
あり、下側１１４は一般的に平面である。しかしながら、上及び下側は他の実施形態での
同様の方法で形成され得る。
【００２９】
　第１実施形態のように、本実施形態１１０は、前記のように、枕以外の方法で様々に具
体化され得る。例えば、家具又はマットレス用のクッション、又は任意の体支持体の種類
が本明細書に記載の配置を利用し得る。
【００３０】
　図３を参照すると、クッション２１０の断面図を示す。クッション２１０は、図１及び
図２において使用される任意の形状、又は説明されたような様々な他のクッションタイプ
／形状を表現し得る。さらに、クッション２１０は枕として具体化される一方で、他の種
類のクッションは描写された構造を利用し得る。クッション２１０は、粘弾性発泡体又は
基材の少なくとも１層を形成される第１スリーブ２１２を有して成り得る。発泡体の単一
部材が使用される箇所（where）では、材料が自身の上を転がされ（roll over）、機械的
に接合（join）、結合（又は接合；bond）、又は他の方法で接着される。代替では、粘弾
性発泡体の多数の部材、又はその積層がクッション２１０の形状を形成するために使用さ
れ得る。粘弾性発泡体の多数の部材は、糸、接着剤、熱、それらの組合せ又は他の機械的
接合、又は他の結合方法及び／又は構造、等の様々な方法で外縁付近に接合され得る。粘
弾性発泡体は圧力又は力を、クッションの表面にわたって（又は全体;across）分配（又
は分散；distribute）し、圧力点を減らすことを補助する。さらに、発泡体・スリーブ２
１２は１つ以上の層を有して成り得る。
【００３１】
　ある実施形態によると、クッション２１０は、第１表面２１４及び第２表面２１６を有
する各々の層である、２層の粘弾性発泡体（“記憶発泡体”）を有する第１スリーブ２１
２を有して成る。スリーブ２１２は様々な形状より形成され得て、そのため第１スリーブ
２１２は様々な形状を有して成り得る。例示的な例では、スリーブ２１２は粘弾性発泡体
２１８の第１層及び粘弾性発泡体２２０の第２層を有して成る。各々の層２１８、２２０
は第１表面２１４及び第２表面２１６を有する。第１スリーブ２１２は、網状の粘弾性発
泡体、非網状の粘弾性発泡体又はそれらのいくつかの組合せであり得る。さらに、各々の
層２１８、２２０は単一層、又は積層される２以上の副層であり得る。
【００３２】
　本実施形態では、第１スリーブ２１２は、周辺付近に１層以上の粘弾性発泡体を一体に
接合することにより形成される。周辺縁の内１つを除く全てを閉じて、キャビティ２２２
はアクセス可能である第１スリーブ２１２内に作製され得る。キャビティ２２２内に、複
数の小片化発泡体２３０の部材が配置され得る。
【００３３】
　例示的なクッション２１０は２つの方法で形成され得る。描写された第１の実施形態で
は、第１の、スリーブ２１２の外側表面は平滑な表面である。図４で描写される実施形態
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では、スリーブ３１２の方向（又は位置づけ、又は方向づけ；orientation）は、第２の
内側表面が外側に面しているように逆転される。
【００３４】
　本実施形態を参照して、第１表面２１４は平滑である一方で、第２表面２１６は凹凸状
仕上げ（finish）又は形状を有する。凹凸形状は、ある実施形態ではエッグ・クレート（
又は格子状、又は卵の仕切り箱状；egg-crate）発泡体の形状であり得る。他の実施形態
では、凹凸状表面の形状は、限定しない例として、設計形状、又は畝状（又は尾根状、又
はリッジ；ridges）、波形状（又は波紋状、又はリップル；ripple）、波状（又はウェー
ブ；wave）、ピラミッド等のキャビティを生成する任意の幾何学的な他の形状等の代替の
形状であり得て、又は圧力緩和や支持体を供する任意の規則的又は不規則的な形状もまた
想像（又は想定、又は予測する；envision）され得る。
【００３５】
  内側に向く凹凸状表面２１６によって、凹凸状表面２１６は、さもなければ生じて感じ
得られる塊（又はしこり、又は集合体、又はゴツゴツ；lump）の触感を和らげることがで
きる。これは、凹凸状表面２１６の山又は谷との間の空間を満たす小片化発泡体２３０の
部材の予期せぬ結果である。
【００３６】
　ある実施形態では、粘弾性発泡体の２つ以上の部材が第１スリーブ２１２を形成するた
めに接合され得る。図３で示すように、２１８、２２０の２つの部材はスリーブ２１２及
びキャビティ２２２を規定するためにその内部に使用される。ある他の実施形態では、発
泡体の単一の部材が発泡体自身に折り重ねられ得て、第１スリーブ２１２及びキャビティ
２２２を形成するために外縁の周囲に封をされ得る。この単一発泡体の実施形態は単層又
は２より多い積層副層によって規定もされ得る。
【００３７】
　キャビティ２２２は複数の小片化、又はせん断された（又はぶつ切りにした、又は小さ
く切った、又はチョップ化；chopped）粘弾性発泡体２３０のための空間を供する。小片
化発泡体２３０は様々なサイズ及び／又は形状より形成され得る。少年課発泡体２３０は
、ある実施形態では第１スリーブ２１２のキャビティ２２２の中へ直接配置され得る。他
の実施形態では、小片化発泡体２３０が第２スリーブ２３２の中へ挿入され得て、小片化
発泡体２３０を有して成るスリーブ２３２は第１スリーブ２１２のキャビティ２２２の中
へ挿入され得る。
【００３８】
　小片化発泡体２３０はスリーブ２１２のためにフィラー材料を形成する。小片化発泡体
２３０は小片化（chipped）、せん断(chopped)、破砕（shredded）、引裂（torn）又は他
の方法（otherwise）で小さな部材に形成される粘弾性発泡体により形成され得る。例え
ば、チップ粘弾性発泡体２３０は粒状の形状（又は粒状；granulated form）になり得る
。さらに、チップ・発泡体２３０の部材は同じ形状、又は異なる形状になり得る。さらに
、小片化発泡体２３０は同じサイズ、又は異なるサイズになり得て、又は１つ以上のサイ
ズ範囲になり得る。
【００３９】
　チップ・発泡体２３０は非網状の発泡体であり得る。しかしながら、他の実施形態では
、フィラー材料の粘弾性発泡体２３０は網状の粘弾性発泡体であり得る、又は有して成り
得る。網状発泡体のセルは、基本的に骨格構造であり、その骨格構造には、あるセルを別
のセルから分離するセル壁は（実施的に全てではない場合としても）それ程存在しない。
言い換えれば、複数のセルは複数の支持体又は“窓”、及びセル壁なし、実質的にセル壁
なし、又は実質的に減少したいくつかのセル壁によって規定される。発泡体のセルを規定
する壁の少なくとも５０％が存在しない場合、発泡体は“網状”であると見なされること
ができる（つまり、発泡体の生成過程の間に取り除かれた又は形成することができなかっ
た）。粒状の粘弾性チップ・発泡体２３０フィラー材料は１００％網状粘弾性発泡体、１
００％非網状粘弾性発泡体であることができ、又は所望の網状及び非網状粘弾性発泡体の
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任意の相対量（relative amount）を有して成ることができる。
【００４０】
　ある実施形態によると、粘弾性チップ・発泡体２３０は約８５ｋｇ／ｍ３の密度を有し
得る。しかしながら、平均重量クッションのための粘弾性チップ・発泡体２３０に適切な
密度は、例えば、約３０～約１４０ｋｇ／ｍ３であることができる。さらに、軽重量枕の
ための粘弾性チップ・発泡体２３０に適切な密度は、例えば、約４０ｋｇ／ｍ３より小さ
くなることができる。同様に、高重量クッションのための粘弾性チップ・発泡体２３０に
適切な密度は、例えば、約１３０ｋｇ／ｍ３より大きくなることができる。代替として、
フィラー材料として利用される粒状の粘弾性チップ・発泡体２３０は、クッションの所望
の特性に従って任意の密度を有することができる。さらに、適切な粘弾性の小片化された
発泡体２３０は、ＡＳＴＭ－Ｄ１５６４規格によって管理される試験手順により、１００
～５００Ｎの荷重の間で６５％の押し込み荷重又は“ＩＬＤ”、及び最大１０％の反発を
有する（possess）。
【００４１】
　ある実施形態では、小片化発泡体２３０は、粒状の粘弾性発泡体に加えて、粒状の高弾
性（“ＨＥ”）発泡体を有して成り得る。ＨＥ発泡体は粒状又はチップ粘弾性発泡体２３
０を参照して上記の任意の粒状発泡体をとることができる。
【００４２】
　さらに他の実施形態では、小片化発泡体は他の種類の発泡体により形成され得る。例え
ば、他の種類の小片化発泡体は従来の発泡体、ラテックス発泡体、ポリスチレン・ビーズ
、羽、綿毛等を有して成り得るが、これらに限定されない。これらは独占的に使用され得
て、互いに又は一つ以上との組み合わせにおいて、粘弾性の小片化された発泡体との組合
せで使用され得る。この一覧（又は列挙、又は一覧、又はリスト；list）は包括的ではな
く、限定することと見なされるべきでなく、そのため、他の材料が利用され得る。
【００４３】
　小片化発泡体２３０、ＨＥ発泡体であるかは関わらず、再生利用品（又はリサイクル；
recycle）、未使用品（又は汚れのない、又はバージン：virgin）、又は廃棄品（又はス
クラップ;scrap）の粘弾性材料から構成され得る。当業者によって理解されるように、粒
状の小片化発泡体２３０は、限定することなく、破砕（又は寸断、又はシュレッディング
；shredding）、切断（cutting）、研磨（grinding）、せん断（chopping）、引裂（また
は引裂き；tearing）によって、又は良質な未使用品（又はリッピング・バージン；rippi
ng virgin）、再生利用品、又は廃棄品の粘弾性の小片化された発泡体を、又は個々の部
材を成形又は鋳造（casting）することにより、又は任意の他の適切な方法にて、任意の
所望の方法で生成されることができる。小片化粘弾性発泡体２３０は公称長さの部材から
成り得て、又はチップ粘弾性発泡体２３０は様々な長さの部材から成り得る。例えば、小
片化粘弾性発泡体２３０は約１．３ｃｍの公称長さを有し得る。また、小片化粘弾性発泡
体２３０は、約０．６ｃｍ～約２ｃｍの異なる長さから成り得る。小片化粘弾性発泡体２
３０は短くて０．３ｃｍ、長くて４ｃｍになることができ、また小片化粘弾性発泡体２３
０はクッション２１０の所望の特性に従って任意の長さになることができる。ある実施形
態では、小片化粘弾性発泡体２３０は、２ｃｍより長い長さを１６～２０％、１～２ｃｍ
の長さを３８～４２％、１ｃｍより短い部材を３８～４２％、有されて成る。著しいコス
ト削減及び廃棄物の削減が、未使用のフィラー材料よりも再生利用された粘弾性の小片化
された発泡体２３０を使用することにより実現されることができる。小片化弾性発泡体２
３０はポリウレタン発泡体材料から生成されることができるが、小片化発泡体２３０は同
様の熱応答特性を示す任意の他の粘弾性ポリマー材料から作成もされることができる。
【００４４】
　本実施形態で示すように、第１スリーブ２１２はキャビティ２２２に対して内側に延在
する複数の凹凸状形状２１７を有する第２内側表面２１６を有して成る。凹凸状形状２１
７は非平面であり、チップ・発泡体２３０の篏合（fitting）又は係合が、凹凸状形状２
１７の谷内に位置することを可能にする。結果として、第１スリーブ２１２の凹凸状形状
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２１７内での、平滑な外側表面２１４及び小片化発泡体２３０の変位（displacement）の
組合せは、さもなければユーザーが感じ得るゴツゴツ感（又は凹凸感；lumpy feeling）
を減少又は和らげる。
【００４５】
　第２の実施形態によると、枕等のクッション３１０が示される。クッション３１０は、
クッション３１０が第１スリーブ３１２を有する点において、クッション２１０と同様で
ある。第１スリーブ３１２は、複数の凹凸形状３１７及び第２内側表面３１６を有する第
１外側表面３１４によって規定される。本実施形態では、スリーブ３１２が粘弾性材料に
より再度形成されるが、本実施形態では、内側及び外側表面３１４、３１６がクッション
３１０に対して逆転される。
【００４６】
　本実施形態によると、凹凸状形状３１７はスリーブ３１２から外側に延在している。結
果として、より平滑な内側表面３１６は内側に向けられる（directed）。本実施形態では
、内側がより平滑な内側表面３１６で、ユーザーがクッション３１０を使用する際に異な
る触感を有する。
【００４７】
　第１スリーブ３１２内には小片化発泡体３３０を受容するキャビティ３２２がある。発
泡体３３０は小さい部材を形成するために、小片化され、せん断され、引裂等されて、粘
弾性の小片化された発泡体となり得る。小片化発泡体３３０はキャビティ３２２内に位置
づけられ、２つの方法のいずれかでキャビティ内に配置され得る。ある実施形態では、チ
ップ・発泡体３３０は直接キャビティ３２２内に配置され得る。ある他の実施形態では、
チップ・発泡体３３０が第１スリーブ３１２内に配置された第２スリーブ３３２内に配置
され得る。
【００４８】
　ユーザーは先行の実施形態よりも容易にこれら複数の形状を感じることができる。先の
実施形態は小片化発泡体２３０の凹凸感を緩和する一方で、本実施形態は第１表面３１４
の凹凸状形状３１７の触感に加え、よりゴツゴツ感を供する。
【００４９】
　先の（preceding）実施形態に関して、第１スリーブ２１２、３１２は粘弾性の発泡体
より形成され、当該粘弾性の発泡体は、例えば、連続気泡（open-celled）の非網状粘弾
性発泡体（“記憶発泡体”又は“低反発発泡体”と呼ばれることもある）であり得る。こ
れはスリーブ２１２、３１２を規定する１つ以上の部材の材料を有して成り得る。１つ以
上の部材は、機械的構造によって、接着又は粘着結合材料によって、テープ、面ファスナ
ーによって、従来のファスナー、上層及び下層２１８、２２０を通して少なくとも部分的
に延在するステッチ（又は縫目、又は縫い糸；stitch）によって、又は任意の他の適する
方法で、スリーブ２１２、３１２の外縁で一体に結合され得る。上層２１８及び下層２２
０の各々、又は全体としてのクッション２１０、３１０は、全体としてクッションの厚み
を規定する側壁を有し得て、又は厚みはクッションの端部が接合される方法により規定さ
れ得る。さらに、上層２１８及び下層２２０の各々は１つ以上の発泡体の層によって規定
され得る。
【００５０】
　ある実施形態では、粘弾性の発泡体スリーブ２１２は網状発泡体でもあり得る。発泡体
スリーブ２１２は、個々のセルの壁が実質的に損傷を受けていない、柔軟粘弾性ポリウレ
タン発泡体の多孔性（cellular）の構造を有して成り得る。ある実施形態では、発泡体ス
リーブ２１２は、スリーブ２１２の発泡体のセルが、あるセルを別のセルから分離するセ
ル壁（実質的に全てではない場合）がそれ程存在していない骨格構造である網状構造を有
して成り得る。言い換えれば、セルは複数の支持体、又は“窓”によって、及びセル壁な
し、実質的にセル壁なし、又は実質的に減少したいくつかのセル壁によって、規定される
。ある実施形態では、発泡体のセルを規定する壁の少なくとも５０％が存在しない場合（
例えば、除去されたか、発泡体の生成過程の間に形成されなかった）、発泡体は“網状”
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と見なされる。
【００５１】
　複数の凹凸形状２１７は様々な構造を有して成り得る。例えば、エッグ・クレート形状
に代替として、又は加えて、凹凸状形状が畝（又はリブ；rib）、突起（又は瘤、又はバ
ンプ；bump）、並びに任意の形状及び他サイズの突出、粘弾性層２１８、２２０の表面を
形成する溝、くぼみ（又はディンプル；dimple）、及び他の開口（又は隙間；aperture）
を有する表面、によって規定され得る。
【００５２】
　粘弾性発泡体の第１スリーブ２１２、３１２を形成することは、ユーザーにとって比較
的柔らかく快適な表面を供する。スリーブ２１２、３１２及び／又は小片化発泡体２３０
、３３０の粘弾性の発泡体は、クッション２１０をクッションに接触する人の体の部分の
形状に一致させる特定の熱応答特性を有する。粘弾性発泡体スリーブ２１２及び小片化発
泡体２３０は、低温での剛性と比較して、高温（又は昇温；elevated temperature）でよ
り低い剛性又は硬度（hardness）を有することができる。
人の体熱は、体に接触するクッション２１０、３１０の部分を柔らかくするように作用し
、体に接触しないクッション２１０、３１０の部分は堅い（firm）状態を維持する。結果
として、図３及び図４に示されるクッション２１０、３１０は、各ユーザーの体形に適応
することにより、従来の枕よりも優れた快適さを可能にすることができる。緩やかな回復
特性を伴う粘弾性発泡体の性質は、クッションがユーザーの体に適合（conform）するこ
ともでき、ユーザーの体によって加えられた力を分散することを供する。ある実施形態に
よると、第１スリーブ２１２、３１２を規定する粘弾性材料は、所望の柔らかさと身体適
合品質のために、少なくとも約３０Ｎの硬度、及び約１７５Ｎ以下の硬度を有し得る。他
の実施形態では、スリーブ２１２、３１２を規定する粘弾性材料は、少なくとも約４０Ｎ
の硬度を有し得て、約１１０Ｎ以下がこの目的で利用される。さらに他の実施形態では、
少なくとも約４０Ｎの硬度で、約７５Ｎ以下の硬度を有する上層２１８が利用される。特
段の定めがない限り、本明細書で参照される材料の硬度は、長さ及び幅の寸法が各々４０
ｃｍ（材料のサンプルの表面積を規定する）、及び５ｃｍの厚み有する材料のサンプルに
対して、国際標準化機構（ＩＳＯ）２４３９硬度測定基準に従い、およそ室温（例えば、
２１～２３℃）での材料の元の厚さの４０％の圧縮に向けて、プレートから圧力を与える
こと（exerting）によって測定され、４０％の圧縮を一定期間保持される。
【００５３】
　スリーブ２１２、３１２は、比較的高度の材料耐久性を供する密度を有することもでき
る。 スリーブ２１２、３１２内の発泡体の密度は、スリーブ２１２、３１２が圧力、及
び発泡体の触感に応答する方法等、発泡体の他の特性にも影響を及ぼし得る。ある実施形
態では、スリーブ２１２、３１２は、約３０ｋｇ ／ ｍ３以上及び約１５０ｋｇ ／ ｍ３

以下の密度を有し得る。他の実施形態では、少なくとも約４０ｋｇ ／ ｍ３及び約１２５
ｋｇ ／ ｍ３以下の密度を有するスリーブ２１２、３１２が利用される。
さらに他の実施形態では、少なくとも約６０ｋｇ ／ ｍ３及び約１１５ｋｇ ／ ｍ３以下
の密度を有するスリーブ２１２、３１２が利用される。
【００５４】
　さらに、ある実施形態によると、スリーブ２１２、３１２を規定する発泡体は、小片化
発泡体２３０、３３０と密度及び硬度の同じ特性を有し得る。 
しかしながら、他の実施形態では、スリーブ２１２、３１２の発泡体は、所望の特性を供
するために、異なる硬度及び密度を有し得る。 
さらに、考慮され得る他の特性には、圧力解放、適合性（又は合致性；conformance）、
支持、熱流、及び通気性が含まれるが、これらに限定されない。
【００５５】
　スリーブ２１２、３１２の粘弾性発泡体は、任意の温度範囲に対する応答性のために選
択されることができる。しかしながら、ある実施形態では、使用者の体温の範囲（又はマ
ットレス１０２がそのマットレスに乗っている使用者の体への接触又は近接によって晒さ
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れる温度範囲）における温度応答性は、非常に大きな（significant）利点を供すること
ができる。例えば、上層２１８のために選択された粘弾性発泡体は、少なくとも約０℃を
超える温度変化に応答されることができる。ある実施形態では、スリーブ２１２、３１２
、及び２３０、３３０を形成する粘弾性発泡体は、少なくとも約１０℃の範囲内での温度
変化に応答されることができる。他の実施形態では、上層１１０のために選択された粘弾
性発泡体は、少なくとも約１５℃の範囲内での温度変化に応答することができる。
【００５６】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲で使用されるように、材料が、１０～３０℃の温度
範囲に渡り、ＩＳＯ規格３３８６によって測定された、少なくとも１０％内の硬度の変化
を示す場合、材料は温度変化に“応答する”と見なされる。
【００５７】
　さらに、スリーブ２１２、３１２が、例えば一体に接合される２１８、２２０、粘弾性
発泡体の部材から形成される場合、層２１８、２２０、３１８、３２０は、硬度、密度、
又は他の類似な特性（other such characteristics）と同じ又は代替の異なる特性を有す
る粘弾性発泡体から形成され得る。 さらに、前述のように、各層は単一の層又は２つ以
上の副層であり得る。
【００５８】
　ある実施形態では、材料の２つ以上の層がスリーブ２１２、３１２を形成するために接
合され得る。つまり、材料の２つの層が、スリーブ２１２、３１２を形成する層２１８、
２２０及び３１８、３２０のそれぞれを規定し得る。 層は異なる内側及び外側表面を供
するために、互いに接合され得る。層は当技術分野で知られている任意の適切な方法によ
って貼り付けられ得る。内側及び外側２１４、２１６の層及び各表面３１４、３１６を規
定する層は、スプレー式接着剤、射出成形、押し出し、共押し出し、積層などによって接
合され得る。ある実施形態では、層は、ホチキス留め、鋲留め、溶接、積層、摩擦又は締
まり嵌めによって機械的に取り付けられ、接着剤（adhesive）、のり（glue）、セメント
、又は接着剤特性を有する他の材料によって接着され、面ファスナー、ジッパー、デニソ
ンスタイルのタグ、スナップ、及び／又は他のリバーシブル方法及びそれらの組合せによ
ってステッチされ、取り付けられ得る。本実施形態の目的のために、様々な層又は副層が
、のり、セメント、及び接着剤特性を有する他の材料を有して成る接着剤で接合され得る
。しかしながら、他の実施形態では、異なる表面を有する単一の層が、層２１８、２２０
、３１８、及び３２０のそれぞれを形成し得る。
【００５９】
　ある実施形態では、接着剤が、層２１８、２２０、若しくは層２１８、２２０又は層３
１８、３２０の各々を規定する副層(又はサブ・レイヤー；sub-layers）のいずれかを接
合するために使用される箇所に、様々な接着剤が使用され得る。ある実施形態では、接着
剤は層２１８、２２０の間の界面、例えばクッション１０、１１０、２１０、３１０の外
縁付近に配置（locate）され得る。本明細書（又は開示；disclosure）で使用され得る接
着剤は、任意の様々な接着材料又はファスナーを有して成り得る。接着材の具体例は、ホ
ットメルト、水性、及び感圧接着剤、耐火性接着剤、及びそれらの混合物を有して成るが
、これらに限定されない。さらに、層及び／又は接着剤は、シリカ、金属層、アクリル、
モダクリル、ポリオレフィン、ラテックス、ポリウレタン等のプラスチック、並びにそれ
らの組み合わせ及び／又はブレンドをさらに有して成ることができる。加えて、層は、当
技術分野で知られているような、殺生物剤、防腐剤、臭気遮断剤、香り、顔料、染料、防
染剤、帯電防止剤、防汚剤、防水剤、吸湿剤などをさらに含み得る。
【００６０】
　層２１８、２２０は、任意の厚さであり得る。例えば、ある好ましい実施形態では、構
成要素層は約１ ／ ２インチ未満又は約１ ／ ２インチ、１インチ未満又は約１インチ、
約２インチ未満又は約２インチ、３インチ未満又は約３インチ、４インチ未満又は約４イ
ンチ、５インチ未満又は約５インチ、６インチ未満又は約６インチ、８インチ未満又は約
８インチ、１２インチ未満又は約１２インチ、及びそれらの間における全ての厚みである
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構成要素層は、構成要素のサイズに必ずしも関連付けられていない様々な幅と長さであり
得る。例えば、マットレスは、第１の幅を有する第１の層及び第２の幅を有する第２の層
を含み得て、第１の幅は、第２の幅よりも広い又は狭い。層が構成要素よりも広い場合、
それ自体の上に折り畳まれるか、構成要素の側面に沿って上方又は下方に折り畳まれて、
構成要素の側壁の一部を形成することができる。層の長さに関する同様の変動性も可能で
ある。
【００６１】
　図３及び４を参照して、内側表面２１６、３１６及び外側表面２１４、３１４は、同じ
又は異なる厚さであり得る。いくつかの実施形態では、例えば、平滑な表面２１４、３１
６は、凹凸状表面２１７、３１７よりも厚くて成り得る。これは、どちらの実施形態でも
使用され得るが、凹凸状表面２１７は枕又はクッションの内側に向かって配置されること
を所望される。ある非限定的な実施形態では、例えば、平滑な表面２１４、３１６は、約
２から８ｃｍの間であり得て、ある他の実施形態では、平滑な表面又は層２１４、３１６
は、約４ｃｍであり得る。 他の厚みを利用され得て、これは一実施形態に過ぎない。
【００６２】
　図５を簡潔に参照すると、クッション１０、１１０、２１０、３１０は、以下のいずれ
か１つ以上により形成されたカバー２５０をさらに備えてもよい：布、天然繊維、合成繊
維、ティッキング層、キルト層、糸層、フィルム、発泡体、ゲル、ゲル発泡体、マルチゲ
ル発泡体、高熱伝導率発泡体、織物層、不織布層、耐火層、滑り止め層、及び/又はそれ
らの組み合わせ。カバー２５０は、クッション２１０を包み得て、クッションの形状に沿
うように形成し得る。カバー２５０は、恒久的にはり付けられ得て、又は取り外し可能か
つ洗浄可能であり得る。ある実施形態では、取り外し可能なカバー２５０は、クッション
２１０が挿入又は除去され得ることを通して再封止可能な溝（又はスロット；slot）を有
し得る。スロット２５２は、クッションの縁部分を渡って延在し、非限定的な例では、ジ
ッパー又は面ファスナー、閉鎖部２５４によって開閉され得る。カバー２５０がクッショ
ン１０、１１０、２１０、３１０の実施形態のいずれかで使用され得ることは、当業者に
とって自明である。
【００６３】
　カバー２５０は、凹凸状であり、呼吸通路（又は通気通路；breathing passage）が空
気流を改善し、熱制御を改善し供することを可能にする発泡体によっても形成され得る。
カバー２５０は、発泡体、繊維、綿、羊毛、羽毛又は他の合成又は天然材料を、図示のよ
うにほぼ同一平面上に配置することができる、１つ以上のカバー材料又はカバー内部（又
は内側；internal）層を有して成り得る。カバー２５０はまた、耐炎性又は難燃材料で生
成（又は作製；made of）される又は処理されることも含み得る。それによって、カバー
２５０は、クッション１０、１１０、２１０、３１０の全表面積にわたるクッションに標
準化された火炎燃焼試験に耐える難燃性バリアとして機能することができる。カバー２５
０のための難燃材料は、繊維マット、織布又は不織布、編布、フィルム、ラミネート、及
び柔軟な複合材料又はそれらの組み合わせなどの難燃性及び耐熱性材料を有して成り得る
。カバー２５０の繊維は、バット(batt)又はファブリックウェブ(fabric web)に形成され
、適切な糸を使用してステッチボンドされて、耐火層を形成することができる。当該技術
分野で既知の難燃性及び耐熱性繊維には、ホウ素、玄武岩、炭素、ガラス、セラミック、
グラファイト、アラミドポリマー、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリイミ
ド、フェノールホルムアルデヒド、ポリビスイミダゾール、ポリ塩化ビニリデン、ポリス
ルフィド、メラミン、炭化ケイ素、及びそれらのブレンドが含まれるが、これらに限定さ
れない。
【００６４】
　さらに、カバーが利用されない実施形態では、当業者は、本明細書に記載の粘弾性発泡
体スリーブ内で耐火性を提供する方法で耐火性繊維を使用され得ることを理解するはずで
ある。
【００６５】
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　図３及び４を再度参照して、表面２１６、３１４の非平面形状は、様々な形状から形成
され得る。複数の形状２１７、３１７は、上記の任意の形態をとることができ、これもま
た上記のように、複数の突起及び／又は複数の谷又は窪み３２８によって規定することが
できる。 図示の実施形態では、形状２１７、３１７は一般に半球形である。半球の頂点
の間には谷がある。これらも同様に丸められる。しかしながら、曲線、直線、曲線、規則
的又は不規則な形状などの他の形状を使用されることができる。
【００６６】
　網状粘弾性発泡体スリーブ３１２の形状３１７の間の通路３４０は、ある程度の通気も
供することができ、及び／又はクッション３１０の熱放散を向上させることができる。こ
れらの通路３４０は、使用者の頭が位置するクッション３１０の領域での熱を減じること
において特に便利であることができる。これらの通路３４０は、クッション３１０の下面
に沿って熱を放散するためのクッション３１０の能力も補うことができる。
【００６７】
　さらに、前述の任意の実施形態の、任意の層は、ポリマーゲルから形成され得る。１つ
の例示的な複合材料は、連続気泡発泡体材料に少なくとも部分的に浸透するポリマーゲル
材料を有して成ることができる。説明を容易にするために、本発明の複合材料は、以下「
ゲル注入材料」又は「ゲル注入複合材料」と呼ばれる場合があるが、本開示は特定のタイ
プの材料に限定されないことを理解されたい。本明細書で使用されるような「複合材料」
は、第２の材料に少なくとも部分的に浸透する第１の材料を意味する。第１の材料及び第
２の材料は、同じ又は異なる材料であり得る。
【００６８】
　さらに、いくつかの実施形態では、スリーブ２１２、３１２は、可逆的（又はリバーシ
ブル；reversible）であり得る。閉鎖部分を、小片化発泡体を取り除くことができるよう
に使用される。スリーブ２１２、３１２を逆転され得て、次いで、小片化発泡体を再び挿
入し、閉鎖部分を閉じる。
【００６９】
　図６をさらに参照すると、前述の実施形態又は特徴の任意の全体的又は部分的に利用さ
れ得る追加の実施形態が供される。本実施形態では、クッション４１０は、非限定的な例
として枕として具体化される。本実施形態は、粘弾性発泡体（「記憶発泡体」）の２つの
層を有するスリーブ４１２、第１の表面４１４及び第２の表面４２０を有する各層を供す
る。スリーブ４１２は様々な形状によって形成され得て、それゆえ、第１スリーブ４１２
は
任意の様々な形状を有して成り得ることができ、枕、マットレス、又は他のタイプの支持
クッションと成り得る。例示的な例では、スリーブ４１２は、周囲に沿って接合される粘
弾性発泡体の第１の層４１８及び粘弾性発泡体の第２の層４２０を有して成る。各層４１
８、４２０は、第１の表面４１４及び第２の表面４１６を有し、前の実施形態と同様に、
平滑又は凹凸状であってもよい。第１のスリーブ４１２は、網状粘弾性発泡体、非網状粘
弾性発泡体、又はそれらのいくつかの組み合わせであり得る。さらに、各層４１８、４２
０は、単層又は２つ以上の副層であり得、これらは、積層、縫製、接着又は他の方法で接
合される。
【００７０】
　本実施形態では、層４１８は、クッション４１０の一方の側でユーザーに１つの触感を
提供し得、第２の層４２０は、クッション４１０の第２の側でユーザーに第２の触感を提
供し得る。例えば、本実施形態のクッション４１０は、一部の人々に外側表面に望ましい
触感を提供する、凹凸状の外面４１８を供し得る。一方で下層４２０は、他の一部の人々
にとって所望する可能性がある触感を提供するために平滑であり得る。それにより、クッ
ション全体について一貫した外側表面ではなく、本実施形態は、枕の第２の側の第１の表
面触感とは異なる第１の表面触感及び第２の表面触感を提供することができる。
【００７１】
　本実施形態は、同じ又は異なる厚さの層４１８、４２０を有し得る。例えば、本実施形
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態では、凹凸状層４１４はより薄い寸法のものであり得て、下層４２０はより厚い寸法を
有し得る。凹凸状層４１４は、例えば１～４ｃｍの厚さを有することができ、平滑な層４
２０は、２～８ｃｍの例示的な寸法範囲を有してより厚く成り得る。他の実施形態では、
凹凸状層４１４は、平滑な層４２０よりも厚くても成り得る。
【００７２】
　前述のいずれにおいても、層４１８、４２０の周囲は一体に接合されて、スリーブ４１
２を形成する。スリーブ４１２は、最後の縁が閉じる前に小片化発泡体４３０で満たされ
る。スリーブ４１２は恒久的に閉じることができるか、又は閉鎖物を使用してスリーブ４
１２を閉じられ得る。凹凸状形状は、前述の様々な形状のいずれかであり、サイズ及び/
又は形状が一定であるか、又は層の外面に沿って変化し得る。さらに、小片化発泡体４３
０は、スリーブ４１２内に直接配置されてもよく、又は任意選択で、スリーブ４１２内に
配置されるスリーブ２３２、３３２（図３及び４）などの第２のスリーブ内に配置されて
もよい。
【００７３】
　前述の発泡体のいずれかを層４１８、４２０に利用することができる。同様に、前述の
タイプの小片化発泡体のいずれかを小片化発泡体４３０に使用することができる。
【００７４】
　複数の発明的な実施形態が本明細書で説明及び図示してきたが、当業者は、機能を実行
し、及び／又は結果を取得し、及び／又は本明細書に記載される１つ以上の利点のための
様々な他の手段及び／又は構造、を容易に想像し、並びに各々の変形及び／又は修正等は
、本明細書に記載される実施形態の発明の範囲内であると見なされる。より一般的には、
当業者は、本明細書に記載されているすべてのパラメータ、寸法、材料、及び構成が例示
であることを意味し、実際のパラメータ、寸法、材料、及び/又は構成は特定の用途又は
本発明の教示が使用される用途に依存することを、容易に理解するであろう。当業者は、
本明細書に記載される特定の発明の実施形態に対する多くの同等物を認識し、又は単なる
日常的な実験だけのみを使用して確認することができる。したがって、前述の実施形態は
例としてのみ提示され、添付の特許請求の範囲及びその同等物の範囲内で、本発明の実施
形態は、具体的に説明及び請求された以外の方法で実施され得ることを理解されたい。本
開示の発明的実施形態は、本明細書に記載されている個々の特徴、システム、物品、材料
、キット、及び／又は方法を対象とされる。さらに、そのような機能、システム、物品、
材料、キット、及び/又は方法が相互に矛盾しない場合、そのような機能、システム、物
品、材料、キット、及び/又は方法の２つ以上の組み合わせは、本開示の発明の範囲であ
る。
【００７５】
　本明細書で定義及び使用されるすべての定義は、辞書定義、参照により組み込まれる文
書の定義、及び／又は定義された用語の通常の意味を制御するものと理解されるべきであ
る。本明細書及び特許請求の範囲で使用される不定冠詞「a」及び「an」は、反対に（又
は逆に、；contrary）明確に示されない限り、「少なくとも１つ」を意味すると理解され
るべきである。本明細書及び特許請求の範囲で使用される「及び／又は」という語句は、
そのように結合された要素の「いずれか又は両方（either or both）」、すなわち、ある
場合には結合的に存在し、他の場合には分離的に存在する要素を意味すると理解されたい
。
【００７６】
「及び／又は」で列挙された複数の要素は同じ方法で、すなわち、そのように結合された
要素の「１つより多い」であると解釈されるべきである。 「及び／又は」句によって具
体的に識別された要素以外に、具体的に識別された要素に関連するかどうかに関係なく、
他の要素が任意で存在され得る。それによって、非限定的な例として、「有して成る」等
のオープンエンド（又は制限のない；open-end）言語と組み合わせて使用される場合の「
Ａ及び/又はＢ」への参照は、ある実施形態では、Ａのみ（任意でＢ以外の要素を含む）;
他方の実施形態では、Ｂのみ（任意でＡ以外の要素を含む）；さらに他方の実施形態では
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【００７７】
　本明細書及び特許請求の範囲において使用されるような、「又は（or）」は、上記で定
義された「及び／又は（and/or）」と同じ意味を有すると理解されるべきである。例えば
、一覧内の項目を区切る際、「又は」又は「及び/又は」は包括的であるとして解釈され
る。つまり、数字、又は要素の一覧、及び任意で追加の列挙されていない項目の少なくと
も１つの包括だけでなく、１つより多いことも包括する。「１つのみ（only one of）」
又は「厳密に１つだけ（exactly one of）」などの明確に反対に示されている用語のみが
、又はクレームで使用されている場合に、特許請求の範囲で「から成る（consisting of
）」が使用される際、数字の要素、又はリストの要素を１つだけ含むことを指す。一般に
、本明細書で使用される「又は」という用語は、「どちらか（either）」、「１つ（one 
of）」「１つだけ」又は「厳密に１つだけ」「本質的にから成る（consisting essential
ly of）」は、クレームで使用される場合、特許法の分野で使用される通常の意味を持つ
ものとする。
【００７８】
　本明細書及び特許請求の範囲において使用されるように、１つ以上の要素の一覧に関し
て「少なくとも１つ」という語句は、要素のリスト内中の、任意の１つ以上の要素から選
択される少なくとも１つの要素を意味すると理解されるべきであるが、要素のリスト内に
具体的に列挙されているすべての要素の少なくとも１つを必ずしも含む必要はなく、要素
のリスト内の要素の組み合わせを除外しない。この定義は、「少なくとも１つ」という語
句が参照する要素のリスト内で、具体的に識別された要素以外に、具体的に識別された要
素に関連するかどうかに関係なく、要素が任意で存在し得る。それにより、非限定的な例
として、「Ａ及びＢの少なくとも１つ」は（又は、同等に、「Ａ又はＢの少なくとも１つ
」又は同等に「Ａ及び／又はＢの少なくとも１つ」）以下のことについて言及することが
できる。ある実施形態では、Ｂが存在しないで（及び任意でＢ以外の要素を有して成る）
、少なくとも１つ、任意で１つより多いことを含む、Ａを含み、他方の実施形態では、Ａ
が存在しないで（及び任意でＡ以外の要素を有して成る）少なくとも１つ、任意で１より
多いことを含む、Ｂを含み、さらに別の実施形態では、少なくとも１つ、任意に１より多
いことを含む、Ａ（及び任意に他の要素を含む）を含み、及び、少なくとも１つ、任意に
１より多いことを含む、Ｂ（及び任意に他の要素を含む）を含む。
【００７９】
　反対に明確に示されない限り、１つより多い手順又は行為を有して成る本明細書で請求
される任意の方法において、方法の手順又は行為の順序は、方法の手順又は行為の順序が
、引用された順序に必ずしも限定されないことも理解されるべきである。
【００８０】
　特許請求の範囲、同様に上記の明細書において、「有して成る（comprising）」、「有
して成る（including）」、「有する（carrying）」、「有する（having）」、「有して
成る（containing）」、「含む（involving）」「保持する（holding）」、「構成される
（composed）」等のすべての移行句は、オープン-エンド（open-ended）である、すなわ
ち、限定することなく含むことを意味すると理解されるべきである。米国特許庁の特許審
査手続マニュアルのセクション２１１１．０３に記載されているように、「から成る（co
nsisting of）」及び「から本質的になる（consisting essentially of）」という移行句
のみが、それぞれクローズド又はセミクローズド移行句である。
【００８１】
　本発明のいくつかの方法及び実施形態の前述の説明は、例示の目的のために提示されて
きた。網羅的であること、又は本発明を開示された正確な手順及び／又は形態に限定する
ことを意図しない。明らかに多くの修正及び変更が上記の教示に照らして可能である。 
本発明の範囲及び全ての均等物は、本明細書に添付された特許請求の範囲によって定義さ
れることが意図されている。
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